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（
質
問
の 

一
） 

答

弁

第

一

号 

   

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

衆
議
院
議
員
林
百
郎
君
提
出
福
井
県
南
条
郡
今
庄
町
に
お
け
る
地
方
財
政
法
等
の
違
反
事
件
に
関
す
る
質
問 

内
閣
衆
質
四
八
第
一
号 

昭
和
四
十
年
一
月
十
九
日 

衆

議

院

議

長 
船 

田 
 

中 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

佐 

藤 

榮 

作 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
林
百
郎
君
提
出
福
井
県
南
条
郡
今
庄
町
に
お
け
る
地
方
財
政
法
等
の
違
反
事
件
に 

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

今
庄
地
区
簡
易
水
道
事
業
は
、
事
業
費
総
額
二
、
一
七
九
万
八
、
七
五
〇
円
で
昭
和
三
十
五
お
よ
び
三
十
六
の
両

年
度
に
わ
た
る
継
続
事
業
と
し
て
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
今
庄
地
区
住
民
の
強
く
希
望
し
て
い
た
消
火
せ
ん

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
所
要
財
源
二
八
一
万
円
の
一
部
一
七
八
万
二
四
〇
〇
円
を
地
区
住
民
の
寄
付
金
に
よ
つ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
の
寄
付
金
に
つ
い
て
町
長
名
の
お
願
い
文
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

こ
の
消
火
せ
ん
設
置
事
業
は
、
町
内
で
も
特
に
人
家
の
密
集
度
の
高
い
今
庄
地
区
に
お
い
て
多
年
熱
望
さ
れ
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
所
要
財
源
の
一
部
に
充
て
る
た
め
寄
付
を
す
る
旨
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
て
い
た
事
情
は

認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
寄
付
金
に
つ
い
て
、
町
長
名
を
も
つ
て
金
額
を
明
示
し
て
依
頼
す
る
と
と
も
に
職

員
に
直
接
集
金
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
は
、
地
方
財
政
法
第
四
条
の
五
の
法
意
に
て
い
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の 



で
あ
る
。 

今
後
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
今
庄
町
に
対
し
て
は
福
井
県
を
通
じ
て
厳
に
注

意
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
市
町
村
に
対
し
て
も
都
道
府
県
知
事
を
通
じ
て
指
導
い
た
し
た
い
と
考
え
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




